
◎地域から信頼される、魅力と活力のある学校づくりの推進

島根県立平田高等学校

自己評価算出方法

①各学校評価実施項目ごとに教職員・生徒・保護者アンケート結果によりそれぞれ評価値平均を算出

②①で算出した平均値を重点指導目標のくくりごとに再度平均

③②で算出した教職員・生徒・保護者の各平均値を平均して総平均を算出

④総平均値が3.2以上→Ａ、3.0以上→Ｂ、2.8以上→Ｃ、2.8未満→Ｄとして自己評価案を記載

教職員 平均 生　徒 平均 保護者 平均 総平均

人権尊重の意識を高め、安心・安
全な環境づくりを行う。

①
互いの人権を尊重し、望ましい人間関係
の育成を図るために学校行事等における
集団活動への支援ができていますか。

学園祭、球技大会、日頃のＨＲ活動などの集団
活動を通して望ましい人間関係の構築を図らせ
る。

生徒
指導

⑭
３．３

3.3
⑧　⑨
3.3  3.2

3.3

②
人権・同和教育において重点目標の実現
に努めていますか。

各クラス、学期に最低１回、人権や自他を尊重
することの大切さを考えさせるＬＨＲの時間を設
ける。

図書
研究

㉛
３．２

3.2
⑫
3.1

3.1

③
支援を必要とする生徒を早期に確認し、担任・保
護者・関係者との連携を密にし、他機関との連携
を含めた早期対応が図られていますか。

必要に応じて迅速なケース会議を開き、個々の
事情に適した対応を検討する。場合によっては
外部専門機関との連携を図る。

保健
㉓

３．５
3.5

④
健康観察、欠席状況把握等を行い、生徒
個々の心身両面の健康状態の適正な把
握に努めていますか。

担任、学年主任、保健部が緊密な連携をとり、
対応が必要な生徒の情報を共有し適切な方策
を検討する。

保健
㉒

３．７
3.7

⑭
3.1

3.1

⑤

挨拶・時間の厳守・身だしなみ・校内美
化・マナーの指導などを通して礼節ある立
ち居振る舞いのできる生徒の育成に努め
ていますか。

チャイムと同時に授業を開始することを生徒に
も習慣づけ、清掃活動時は全教員が各所の指
導に当たる。また、交通安全指導の徹底を図
る。

学年
⑬  ⑯   ⑰  ㉔  ㉞  ㊳  ㊶
3.1 3.1 3.2 3.2 3.1 3.2 3.2

3.2

3.4
⑦　⑩　⑮
3.2 3.2  3.4

3.3

3.2
⑥
3.1

3.1

3.1

主体的な学びを通して、「生きる
力」となる学力を身に付けさせる。

⑥
授業評価を通して、生徒の学習意欲や希
望・問題点を把握し、授業の改善が行わ
れていますか。

授業評価を年２回実施し教員自身が効果的な
授業の在り方を検証する

教務
⑧
2.8

2.8

⑦
学ぶ目的や意義を理解させて、計画的・
主体的に学習できる力を付けさせ、学習
時間の確保に努めていますか。

学年
⑪　㉜　㊵

3.1  3.1   3.2
3.1

②
3.5

3.5
①
3.1

3.1

⑧
「大夢」の活用で生徒の学習習慣や基本
的生活習慣の確立が図られるなどの効果
がありましたか。

教務
学年

⑩ 　㊱
2.9　3.2

3.1
①
3.0

3.0
⑦
2.8

2.8

⑨
公開授業週間の実施や各教科の授業研
究は、教員相互の授業力の向上につな
がっていますか。

年2回、公開授業週間を設けて互いの授業を見
学し授業力の向上を図る。また、各教科別の研
究授業も積極的に開催する。

教務
⑨ 　㉗
2.9　3.4

3.2

⑩
生徒の読書意欲を高揚させる取り組みを
行うことができていますか。

読書の意義と楽しさ、充実し幅広い世界観の構
築の大切さを様々な機会を通して啓発する。

図書
研究

㉖
3.1

3.1

3.1
⑪
2.7

2.7

3.1 3.0

系統的・組織的なキャリア教育によ
り進路実現に向かう意欲と態度を
育成する。

⑪
地元企業ガイダンス・職業人講演会など
は生徒に自分の将来を考えさせる上で効
果的に行われていますか。

それぞれの研修の機会を利用して、自己の将来
のあるべき姿を考えさせる。

進路
指導

㉑　㉟　㊲
3.3  3.2  3.2

3.2
⑤
3.3

3.3

⑫
各学年の学力分析や進路検討会を通して
教員間の共通理解が図られていますか。

進路検討会の開催時期・時間を工夫して教員が
多数参加できるよう配慮する。模試ごとに分析
を各教科で実施し、より良い授業の実現につな
げる。

進路
指導

⑱　⑲　㉝
3.2  3.1  3.1

3.1
④
3.3

3.3

⑬
面談、進路説明会、進路講演会などを通
して生徒・保護者に的確な進路情報が提
供されていますか。

生徒向け、保護者向け、教職員向けの講演会
の機会を設けて、毎年変わる入試システムや上
級学校の仕組みについて的確な情報を伝える。

進路
指導

⑳　㊷
3.2  3.3

3.3

3.2
③
3.3

3.3

3.3
②　③
3.0  3.0

3.0

3.0

地域と連携・協働し、地域や社会に
貢献する態度を育成する。

⑭
地域協働学習によって、生徒の主体的な
学びと社会貢献意識が高められています
か。

バスツアーや班別探究活動を通じて、地域につ
いての知見を深めさせ、地域の課題と解決策を
考えさせ、地域にイノベーションをおこす意欲を
高めさせる。

図書
研究

㉙　㊴　㊸
3.3  3.3  3.3

3.3
⑥
3.4

3.4
④
3.2

3.2

⑮
地域活動や・ボランティア活動への自発
的参加の促しは活発に行われています
か。

地元や施設で開催される様々な行事に部活動
単位や探究学習班、有志を募って参加させる。
教育の日にちなんだ一斉奉仕活動も実施する。

生徒
図書

㉚
3.1

3.1

⑯
保護者や地域の学校理解を深めるため
に、ＰＴＡ通信や学校通信等を発行し積極
的な広報活動が行われましたか。

総務部・進路指導部・保健部・図書研修部・学年
部などが計画性をもって様々な観点からの広報
活動を行う。

総務
②   ③    ④   ⑤    ⑫
3.2  3.5  3.4  3.5  3.5

3.4
⑬
3.3

3.3
⑧　⑨ ⑩
3.0  2.9 3.1

3

⑰
ホームページの有効活用を進め本校の情
報発信に寄与できていますか。

外部に対して様々な機会を利用して本校の特色
をアピールしていく。素早い内容更新に努める。
また、SNSの活用も検討していく。

図書
研究

㉘
3.2

3.2

3.3 3.4
⑤
2.7

2.7

3.0

令和４年度
学校評価表 １　一人一人の生徒を大切にする支援体制の充実

２　生徒の主体性を育む教育活動の推進

３　生徒の学びの質を高めるための授業改善の推進

４　地域との協働による学校魅力化の推進

目指
す学
校像

   主体的な姿勢と協調の精神をもって、常に新しい時代を切り開く人格の形成に努めさせる。

   自律・協同・創造

本校の使命

教育
方針

3.1

校訓

目指
す生
徒像

１　自他の人権を尊重し、差別をなくす実践力のある生徒。

２　自己管理ができ、諸活動に対して主体的に取り組む生徒。教育目標

・生徒による授業評価は、各々の教員での
確認と分析にとどまり学校全体で課題の改
善に向けた取組には発展していない。
・公開授業も同様で、互いの授業を見学した
だけで終わることが多い。時間を設定し教科
内で共有・協議できるようにしたい。
・生徒自身の読書に対する自己評価は低
く、貸出冊数も減っている。授業での活用機
会を増やすなど、読書に向かわせる工夫を
継続したい。
・１人１台所有するクロームブックの効果的
活用は課題である。
・生徒の家庭学習時間は少ない。スケ
ジュール手帳「大夢」は７０％の生徒が有効
と考えているが、メモ帳としての活用が主で
ある。今後は計画的・主体的な学習へと繋
げる指導が必要。

・定員を確保し続ける施策は急務であ
る。進学校である平田高校の特徴を
明確にして結果を含めメリットを中学
校に強く発信する必要がある。
・生徒の進路を見据え、学力の努力が
実り報われるように部活動や地域活
動等の配分のさらなる工夫が必要。
・スマホ等の普及した状況下で読書環
境は厳しいと思うが、読書は人間形成
に大変重要なもの。引き続き工夫を重
ねて啓発努力をお願いする。
・主体的な学びを促す意味でも、自己
啓発本（メモの取り方、資料のまとめ
方、プレゼンの極意、ITCスキル向上）
等の実用書を購入し各クラスに配備し
てはどうか。

３　「生きる力」となる学力を身に付け、たくましく自己実現を目指す生徒。

４　社会の一員であることを自覚し、よりよい社会の実現のために貢献する生徒。

分
掌

自己評価　　概 評 と 改 善 策
自己評価　関連アンケート番号

A3.2

A A
（１）「地域との協働による高等学校
教育改革推進事業」で得られた知
見を活かし、平田商工会議所や地
域の様々な機関と連携して、地域
協働学習を推進する。
（２）生徒を様々な活動に参加させ、
生徒の社会参画意識や社会貢献
意識を高める。

※【評価】　Ａ････良い　　Ｂ････まあ良い　　Ｃ････あまり良くない　　Ｄ････良くない

B

A A

（１）３年間を見通したキャリア教育
を実践し、生徒一人一人の学力を
伸長させるとともに、生徒の自己実
現を支援する。
（２）生徒・保護者のニーズに応じ
た、的確なカウンセリングと進路情
報の提供を行いながら、「個別最適
な学び」を保障する「個に応じた指
導」を実践する。

A

学　校　関　係　者　評　価

目指
す教
師像

１　豊かな人間性と使命感を持った教職員

２　「チーム平高」の一員として協働し、互いを支え合う教職員

３　自己研鑽に努め、指導力と実践力を高める教職員

B

（１）新学習指導要領、「主体的・対
話的で深い学び」を意識した授業改
善に取り組み、生徒の家庭学習時
間を確保させる。
（２）生徒一人一台端末への対応を
はじめとするICT機器の活用や図書
館の利用促進を図り、「総合的な探
究の時間」を軸とした探究的な学び
を充実させる。

・HPを頻繁に更新し、インスタグラムも運用
を始めた。その効果について検証したい。生
徒の感覚もできれば活かしたい。
・地域協働学習を通じて地域の課題に対す
る意識が教員も生徒も高くなっている。今後
も全校で取り組みたい。
・今年はボランティア活動を外部から依頼さ
れることは少なかった。一方、地域で開催さ
れる様々な行事等に沢山の生徒が参加し
た。
・オープンスクールは、生徒会が中心に関わ
ることで中学生に好評を得た。内容について
も相談したい。2回目も多くの参加者があっ
た。来年度以降も継続したい。

・地元の廃校を利用した生徒の取組に
一緒に参加し、大人も大いに刺激を受
け勇気づけられました。生徒が地域で
育ち巣立ち、生きがいや幸せを地域で
実らせることを願う。
・地域と協働して地域の課題を考える
ことへの生徒意識は少しずつ深化して
いる感がある。
・インスタグラムの更新やオープンス
クールなどの企画は教職員だけでな
く、生徒のセンスも取り入れ協同する
方が訴求力のあるコンテンツ（中学生
の気持ちをつかむような）を発出でき
るはず。

・ITの活用が進み、地方にいながら仕
事をすることが加速すると思われる。
県内企業の魅力や情報に触れる機会
も更に増やして欲しいと思う。
・地元企業ガイダンスを含め、大学や
行政、一般人などの講話を積極的に
活用していく姿勢を評価したい。
・「地域のロールモデルとなるような大
人」の背中を見せるような企画で生徒
を刺激してはどうか、候補者の中から
生徒に選んでもらうのも一手だと思う。

・年度当初予定していた対面での進路講演
会ができなかったので、オンデマンド方式で
実施したが十分に利用されなかった。情報
の伝え方とタイミングを検討したい。
・地元企業ガイダンス等の進路を考えるイベ
ントは好評であった。職業人講話の講師を
一層充実したい。また、探究学習で地域の
ロールモデルとなる大人と関わらせたい。
・生徒の学力分析や進路検討会には多くの
教員が参加し、共通理解が図られたが、そ
こでの会議資料は改善が必要である。

・人権学習は、人権問題に対する理解
と、普遍的人権感覚を磨くことの両面
が必要と思う。
・今後混迷する社会を生きる子ども達
には、本質を見抜き自他を思いやる心
を言葉や行動に示せるような感覚や
価値観を学んで欲しい。
・安全・安心な環境づくりは、全ての礎
です。風通しの良い快適な学びの場づ
くりのためにも、生徒を甘やかしすぎて
も駄目ですが校則やルールで生徒を
縛るという発想ではなく、生徒と協同し
てルールづくりをしてみたらどうか。
・ゲートボールのように特技をもった生
徒が活躍できる環境・雰囲気があると
よい。

・生徒指導全般において、今後も多層的な
指導と支援を継続したい。特に、人権意識を
高める指導は計画的に継続したい。
・学校行事では、生徒の主体性と支援のバ
ランスを大切にしたい。
・生徒からの意見をふまえ、委員会活動等
で生徒同士が交流できる場を検討したい。
・人権学習は計画どおり実施され､生徒の人
権意識の向上もみられている。
・支援を必要とする生徒のケース会や支援
委員会を外部の専門家からのアドバイスも
もらいながら速やかに実施できた。
・コロナ禍のもと、引き続き生徒の健康状態
の丁寧な把握に努めたい。
・挨拶や清掃等十分にできていない生徒も
いる。継続した指導が必要である。
・校則やルールは生徒会と一緒に検討中。

3.2

　3．健康に留意し心身の鍛練に努めると共に、自己実現の意欲を喚起し、よりよい社会の実現を目指して創意工夫する態度を育てる。

　2．集団の中における自己の立場を自覚し、協調・協力することのできる態度を育てる。

　１．自らの責任において自己の目標をたて、その目標に向かって自己を厳しく律することができる力を育てる。

４段階評価　４…強くそう思う・よく当てはまる　　３…そう思う・ある程度当てはまる　　２…あまりそう思わない・あまり当てはまらない　　１…全くそう思わない・まったく当てはまらない

重 点 指 導 目 標 評価番号 学 校 評 価 実 施 項 目 目 標 達 成 の た め の 方 策

3.2

4

3

1
（１）生徒の気づきを促す人権教育
や特別支援教育、情報モラル教育
を実践する。
（２）生徒一人一人に丁寧に向き合
い、多様性を認め、自他の人権を
尊重する集団づくりを行う。

2

「大夢」を日常的に活用させる。自身の学習記
録と成績の推移を検証させ自己管理・学習到達
度の確認を行わせる。


